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●今月の紙面
総合防災訓練に参加しよう！ …………………… ②
救急医療週間 …………………………………… ④
来年4月からごみの分別＆収集日が変わります…… ⑤

地域の公園をきれいに ………………………… ⑦
二宮町職員募集 ………………………………… ⑧
吾妻山公園花だより …………………………… ⑫

『梅沢海岸地引網』
（平成26年7月5日撮影）
『梅沢海岸地引網』
（平成26年7月5日撮影）
二宮町と長野県高山村との『地域間
交流事業』が開催され、二宮町と高
山村の子どもが協力して梅沢海岸で
地引網をしました。

二宮町と長野県高山村との『地域間
交流事業』が開催され、二宮町と高
山村の子どもが協力して梅沢海岸で
地引網をしました。



8月24日（日）
8:00～11:45

災害に伴う町からの情報発信

※実際の災害と間違えないようご注意ください。
※当日、県内で気象に関する警報が発令された場合や、
災害が発生する恐れがある場合は中止とし、7：30 に
防災行政無線でお知らせします。

◆防災行政無線による緊急地震速報
◆メールやツイッターなどによる情報発信
◆消防車によるサイレン吹鳴　　　　　　など

2広報にのみや 平成26年８月10日3 広報にのみや 平成26年８月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１ ～町の情報をメールでお知らせ～
湘南生活安全情報を配信しています

■
発
災
時
間
■

　
８
月
24
日
（
日
）
８
時

■
地
震
規
模
■

　
神
奈
川
県
西
部
地
域
を
震
源

と
す
る
震
度
７
の
地
震

■
発
令
警
報
■

　
相
模
湾
一
帯
に
大
津
波
警
報

が
発
令

●
初
期
消
火
訓
練
●

　
実
際
の
火
災
を
想
定
し
、
消

防
団
と
連
携
し
た
初
期
消
火
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　
消
火
訓
練
に
は
、
移
動
式
初

期
消
火
資
機
材
を
活
用
し
ま
す
。

　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
は
、
右

の
３
つ
の
安
全
確
保
行
動
を
と

る
こ
と
で
す
。

　
近
年
、
こ
の
簡
単
な
行
動
が

評
価
さ
れ
始
め
て
お
り
、
全
国

的
に
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

二
宮
町
女
性
防
災
隊

　
〜
メ
ー
プ
ル
リ
ー
ブ
ス
〜

　《
自
分
》《
家
族
》《
地
域
》
を

守
る
た
め
、
女
性
だ
け
の
防
災

隊
『
メ
ー
プ
ル
リ
ー
ブ
ス
』
が

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　  『
メ
ー
プ
ル
リ
ー
ブ
ス
』
は
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
定

期
的
に
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

　
防
災
・
安
全
安
心
情
報
発
信

　
町
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
災

害
時
の
緊
急
情
報
や
防
災
行
政

無
線
情
報
、
そ
の
他
安
全
安
心

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
登
録
（
フ
ォ
ロ
ー
）
し
て

い
た
だ
く
と
、
災
害
時
な
ど
に

町
の
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

※
利
用
す
る
に
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
情
報
の
受
信
な
ど
に
か
か
る

通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

訓
練
日

　
毎
月
第
３
土
曜
日
10
時
〜
12
時

訓
練
場
所

　
消
防
本
部
２
階
防
災
対
策
室

資
格

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
女
性

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、『
メ
ー
プ
ル
リ
ー
ブ
ス
』

で
は
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
災
害
時
に
活
用
で
き
る
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
、
大
切
な

家
族
や
仲
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
同
時
刻
に
県
内
全

域
の
自
宅
や
学
校
・
職
場
な
ど

で
一
斉
に
安
全
確
保
行
動
を
と

る
『
か
な
が
わ
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
』
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

　
９
月
１
日
（
月
）
11
時

内
容

　
自
宅
や
学
校
・
職
場
な
ど
で
、

各
自
で
安
全
確
保
行
動
（
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
）
の
実
施

※
参
加
人
数
把
握
の
た

め
、
事
前
に
『
か
な

が
わ
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
』
に
参
加
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

か
な
が
わ
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

　
〜
参
加
し
よ
う
！

　
　
　
い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓
練
〜

●
安
否
確
認
訓
練
●

　
各
組
な
ど
で
世
帯
数
や
人
数

を
把
握
し
安
否
確
認
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
安
否
が
確
認
で
き
な

い
方
や
要
援
護
者
の
支
援
に
対

す
る
連
携
訓
練
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

●
飲
料
水
供
給
訓
練
●

　
災
害
時
地
区
本
部
な
ど
へ
の

飲
料
水
の
供
給
訓
練
を
行
い
ま

す
。

中
学
生
も
参
加
し
よ
う
！

　
災
害
時
に
は
、
中
学
生
も
地

域
を
守
る
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。

　
防
災
知
識
や
技
術
習
得
の
た

め
、
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

      

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

ら
し
安
全
班

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

ら
し
安
全
班

想
定
す
る
災
害

県
の
取
り
組
み

町
の
取
り
組
み

各
地
区
で
実
施
す
る
主
な
訓
練

　
大
き
な
地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
地
震
発
生
後
３
時
間
以
内
を
想
定
し
た
訓
練
と
３

時
間
以
降
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

総
合
防
災
訓
練
以
外
に
も
あ
り
ま
す
！

総
合
防
災
訓
練
以
外
に
も
あ
り
ま
す
！

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！

　
県
と
町
で
は
、
災
害
の
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
自
で
も
災
害

に
備
え
て
日
ご
ろ
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
各
地
区
で
訓
練
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

各地区に

を配備しました
移動式初期消火資機材移動式初期消火資機材』』『『

　宝くじの助成金を受けて、消火栓から直接
放水できる『移動式初期消火資機材』を全20
地区に配備しました。

①①③③

②②

検索かながわシェイクアウト

災
害
に
向
け
た
取
り
組
み

災
害
に
向
け
た
取
り
組
み

HOLD ON!
動かない まず低く

頭を守り

DROP!

COVER!
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4広報にのみや 平成26年８月10日コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！！

問
い
合
わ
せ

　
消
防
課
警
防
班

　
（
☎
72‐

０
０
１
５)

救
急
法
を
身
に
つ
け
よ
う

救
急
車
の

　適
正
利
用
を

　
　お
願
い
し
ま
す

9月7日（日）～
9月13日（土）は
救急医療週間

9月7日（日）～
9月13日（土）は
救急医療週間

救
命
処
置
の
重
要
性

　
１
１
９
番
通
報
を
し
て
か
ら

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
全

国
平
均
で
約
８
分
か
か
り
ま
す
。

　
こ
の
８
分
間
に
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
迅
速
な

救
命
処
置
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

が
、
傷
病
者
の
生
命
を
大
き
く

左
右
し
ま
す
。

救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
、
多
く
の
方

に
救
急
法
の
知
識
と
技
術
を
身
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け
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た
だ
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た
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救
命
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開
催
し
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ま
す
。
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う
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搬
送
人
員
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半
数
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軽
症

　
救
急
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出
動
件
数
や
搬
送

人
員
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
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し
、
救
急
車
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搬
送
さ

れ
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人
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う
ち
、
約
半
数
は
入

院
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必
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し
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軽
症
で
あ

る
の
が
現
状
で
す
。

〜
も
し
も
の
と
き
、

　
　
　大
切
な
人

　
　
　
　を
守
る
た
め
に
〜

〜
も
し
も
の
と
き
、

　
　
　大
切
な
人

　
　
　
　を
守
る
た
め
に
〜

　
救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ

の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

普通救命講習会

9月19日(金)9:00～12:00
※毎月第3金曜日開催

9月13日(土)9:00～18:00

20名(先着順)各回20名(先着順)

消防本部2階防災対策室
町内在住・在勤の中学生以上の方

心肺蘇生法やAEDの使用方法、止血方法など

事前に電話で申し込み
筆記用具

消防課警防班（☎72－0015）

普通救命講習修了者
※緊急事態に遭遇する可能性が
　高い仕事などをしている方

※救命技能の維持・向上のため、
　2～3年間隔で定期的に受講
　してください。

・動きやすい服装でお越しください。（スカート不可）
・講習を修了した方には修了証を発行します。

※普通救命講習会の内容に加え、
　さらに専門的な技術を習得し
　ます。

と　き

ところ

対　象

内　容

定　員
申　込
持　物

その他

上級救命講習会

問

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

　
現
在
、
町
に
は
２
台
の
救
急

車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
動
が
重
な
る
と
現
場
へ
の

到
着
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、

緊
急
度
や
重
症
度
が
高
い
方
の

場
合
に
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
救
急
車
や
救
急
医
療
は
、
限

り
あ
る
資
源
で
す
。
常
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

119番をする際は、次のことを落ち着いて伝えてください。
①通報者の氏名・電話番号
②住所・所在(目標物などがあれば伝えてください)
③交通事故の場合は傷病者の数・容態・交通状況など

※携帯電話からの場合、電波状況や場所によって他市町の消防本
部につながる可能性があります。その際は管轄する消防本部に
転送しますので電話を切らずに指令員の指示に従ってください。

救急車を呼ぶ時の注意点緊急度などの判別が
つかない場合は、

ためらわずに救急車
を呼んでください！

※区分に　　網かけがあるもの　　…新しく加わる区分
※収集回数に　　網かけがあるもの…収集回数が増える区分

来　年
４月から

　
平
塚
市
・
大
磯
町
と
の
ご
み
の
広
域
処
理
が
始
ま
る
来
年
４

月
か
ら
、
ご
み
の
分
別
・
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
、
新
し
い
ご
み
の
分
別
・
収
集
方
法
に
つ
い
て

連
載
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5 広報にのみや 平成26年８月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

　
ご
み
処
理
広
域
化
に
よ
り
、

ご
み
を
処
理
す
る
施
設
が
一
部

変
更
と
な
り
、
来
年
４
月
か
ら

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

　
新
し
く
分
別
区
分
に
加
わ
る

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
し
く
加
わ
る
分
別
区
分

●
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

●
破
砕
ご
み

●
有
害
ご
み

※

そ
の
ほ
か
、
分
別
方
法
や
名

称
が
変
わ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

※

そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
方
法
な
ど
、

詳
細
は
来
月
号
よ
り
順
次
紹

介
し
ま
す
。

分
別
方
法

　
　
変
更
の
概
要

　
現
在
は
、
町
内
を
17
地
区
に

分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
が
、

来
年
4
月
か
ら
は
5
地
区
に
変

更
し
ま
す
。

　
ま
た
、
収
集
回
数
が
少
な
か

っ
た
分
別
区
分
は
回
数
を
増
や

し
ま
す
。

収
集
回
数
の
変
更
例

家
電
寝
具
類
（
年
４
回
）

　
　
　
　
←

　
家
電
類
（
月
１
回
）

　
寝
具
類
（
月
１
回
）

問
い
合
わ
せ
　

　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

収
集
日

　
　
変
更
の
概
要

来　年
４月から
来　年

４月から

ご
み
の

＆

が
変
わ
り
ま
す

分
別
分
別
収
集
日

収
集
日
第1回

分別・収集日の変更に伴うご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

新分別区分等一覧表

●現在、各地区で説明会を開催しています。

日程は広報にのみや6月号をご覧くださ

い。

　また、来年1～2月に再度説明会を開催す

る予定です。

●来年2月に、新しいごみガイドブックやご

み収集カレンダーを全戸配布する予定で

す。

可燃ごみ

区　分 収集回数 主な品目

週2回

廃食用油 週2回

剪定枝
せんてい し

週1回

ペットボトル 月2回

容 器 包 装
プラスチック

生ごみ、草・落ち葉、紙お
むつ、靴、ゴム手袋など

新聞・広告、
雑誌・雑紙

区　分 収集回数 主な品目

月2回 新聞・折り込みチラシ、
雑誌・雑紙・シュレッダーくず

ダンボール、
紙パック、布類

ビ　ン

月2回

月2回

月1回
月1回
月1回
月1回
月1回

月2回

ダンボール、飲料用紙パック、
布類（古着・タオル・毛布など）

飲料・調味料などのビン

空き缶類

破砕ごみ

金　属
寝具類
家電類
有害ごみ
蛍光管類

月2回 飲料缶・缶詰の缶・スプレー缶

鍋・やかんなど主に金属でできているもの

ふとん・ござ・カーペットなど

電子レンジ・扇風機などの家電製品

電池、水銀体温計、ライター

蛍光管、蛍光球

洗面器などのプラマークのない
硬いプラスチック製品、コップ、
ガラス類、植木鉢などの陶器、
傘・かばん・鏡などのいろいろ
な素材の混合物、1人で持ち運ぶ
ことができる家具、よしずなど

剪定した枝（長さ80㎝
以下、太さ10㎝以下）

プラマークのある
プラスチック・ビ
ニールなど

廃食用油

ペットボトルの本体

週1回
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問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
道
路
班

ま

ひ

子
や
孫
に

　

　つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　道
が
あ
る

子
や
孫
に

　

　つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　道
が
あ
る

　
８
月
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

『
道
路
』
の
意
義
・
重
要
性
に
つ

い
て
考
え
る
《
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
》
で
す
。

　
こ
の
身
近
で
大
切
な
『
道
路
』

を
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

愛
護
会
活
動
概
要

愛
護
会
活
動
概
要

活 

動 

報 

告

活 

動 

報 

告

き
れ
い
に

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班

発
足
年

　
平
成
21
年
２
月

活
動
日

　
月
に
１
回
半
日
程
度

主
な
活
動
場
所

　
久
杉
公
園
・
清
水
公
園
な
ど

構
成
人
数

　
15
名

主
な
活
動
内
容

●
公
園
花
壇
の
整
備

●
樹
木
の
剪
定

●
遊
具
や
防
災
倉
庫
の
ペ
ン
キ

塗
り
直
し
　
　
　
　
　
な
ど

伸
び
た
枝
は
刈
り
込
む

　
生
垣
や
庭
木
の
枝
が
伸
び
て

道
路
に
は
み
出
て
い
る
と
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
が
隠
れ
て

し
ま
い
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
や
自
動
車
な

ど
の
通
行
に
も
支
障
を
来
し
ま

す
。

　
私
有
地
の
樹
木
は
定
期
的
に

刈
り
込
み
、
適
切
に
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
に
物
を
置
か
な
い

　
道
路
に
は
み
出
し
た
看
板
や

プ
ラ
ン
タ
ー
、
陳
列
商
品
な
ど

は
、
通
行
の
妨
げ
や
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
に
は
絶
対
に
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

車
の
乗
り
入
れ
（
段
差
解
消
）

ブ
ロ
ッ
ク
を
置
か
な
い

　
歩
行
者
・
自
転
車
・
バ
イ
ク

な
ど
の
転
倒
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
に
車

の
乗
り
入
れ
用
の
鉄
板
や
ブ
ロ

ッ
ク
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
段
差
を
解
消
し
た
い
場
合
は
、

都
市
整
備
課
へ
申
請
し
歩
道
や

縁
石
の
切
り
下
げ
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
通
り
が
か
る
皆
さ
ん
の
『
き

れ
い
な
公
園
に
な
っ
た
』『
子

ど
も
た
ち
が
多
く
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
』
と
い
う
言
葉
を
励
み

に
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
主
に
久
杉
公
園
内

の
花
壇
と
い
う
狭
い
範
囲
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

が
増
え
れ
ば
県
公
社
の
所
有
す

る
斜
面
な
ど
に
も
活
動
範
囲
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※

入
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都

市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

地域

公園
のの

ををき
れ
い
に

〜
百
合
が
丘
２
丁
目

　
　
　
　
　
公
園
愛
護
会
〜
連載
第2回
連載
第2回

ふ

れあい月

間

ふ

れあい月

間

道路道路

せ
ん
て
い

6広報にのみや 平成26年８月10日温水プールで健康づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　
（
☎
71‐

７
１
０
０)

　
夏
は
、レ
ジ
ャ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、外
で
調
理
や
飲
食

を
す
る
機
会
が
増
え
る
季
節
で
す
。

　
ま
た
、気
温
や
湿
度
が
高
く
、食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌

が
増
殖
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
を
守
り
、楽
し
く
夏
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　
食
中
毒
は
、
県
内
だ
け
で
も

毎
年
約
１
，０
０
０
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
つ

い
た
も
の
を
飲
食
す
る
こ
と
で

発
生
し
ま
す
。

　
食
中
毒
を
起
こ
す
と
、
吐
き

気
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど

の
ほ
か
、
し
び
れ
や
麻
痺
な
ど

も
起
こ
り
ま
す
。

　
悪
化
す
る
と
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

食
中
毒
を
軽
く
み
な
い
で

　
食
品
の
調
理
や
製
造
に
あ
た

る
際
の
手
や
指
か
ら
の
汚
染
が
、

食
中
毒
の
大
き
な
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
見
き
れ
い
に
見
え
る
手
や

指
に
は
、
目
に
見
え
な
い
細
菌

が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。

　
食
品
を
扱
う
際
の
手
洗
い
は

基
本
中
の
基
本
で
す
。
手
洗
い

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

①
つ
け
な
い

　
生
も
の
を
扱
う
と
き
と
口
に

運
ぶ
と
き
で
、
使
う
ト
ン
グ
や

箸
を
分
け
る
。

②
増
や
さ
な
い

　
食
べ
物
な
ど
は
、
常
温
で
長

時
間
放
置
せ
ず
冷
蔵
庫
で
保
存

す
る
。

　
ま
た
、
屋
外
の
場
合
は
、
保

冷
バ
ッ
ク
や
冷
却
剤
で
冷
や
し

保
存
す
る
。

③
殺
菌
す
る

　
汁
も
の
は
沸
騰
す
る
ま
で
、

肉
・
魚
介
類
は
肉
汁
な
ど
が
透

明
に
な
っ
て
か
ら
１
分
以
上
を

目
安
に
加
熱
し
殺
菌
す
る
。

手
洗
い
を
徹
底
し
よ
う

〜
食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
〜

〜
食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
〜

第5回

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

連載
第2回
連載
第2回

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

　「
幼
い
子
ど
も
は
言
葉
が
分

か
ら
な
い
か
ら
何
を
言
っ
て
も

仕
方
が
な
い
…
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
言
葉
は
分
か
ら
な

く
て
も
、
親
の
真
剣
さ
や
思
い

は
伝
わ
り
ま
す
。

　
し
か
る
と
き
は
、
子
ど
も
と

き
ち
ん
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
を
も
�
と
楽
し
も
う
！

子
育
て
を
も
�
と
楽
し
も
う
！

〜
臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る

　
　﹃
子
ど
も
の
愛
し
方
・
接
し
方
﹄
〜

〜
臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る

　
　﹃
子
ど
も
の
愛
し
方
・
接
し
方
﹄
〜

幼
い
子
で
も

　
　
　
思
い
は
伝
わ
り
ま
す

幼
い
子
で
も

　
　
　
思
い
は
伝
わ
り
ま
す

　「
ダ
メ
な
子
ね
！
」と
い
っ
た
、

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
し
か

り
方
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
る
と
き
は
、
し
か
る
に

至
っ
た「
行
為
」と「
そ
の
理
由
」

を
し
っ
か
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
、
真
剣
に
話
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な

　
　
　
　
し
か
り
方
は
Ｎ
Ｇ

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な

　
　
　
　
し
か
り
方
は
Ｎ
Ｇ

　
忙
し
い
と
き
な
ど
、
さ
さ
い

な
こ
と
で
し
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
し
か
る
べ
き
こ
と
か
ど
う
か

の
判
断
は
、「
世
の
中
の
規
範

に
沿
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
基

準
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
っ
て
改
め
さ
せ
る
「
行

為
」
が
、
そ
の
子
が
社
会
に
出

て
生
き
て
い
く
上
で
役
立
つ
内

容
か
ど
う
か
を
考
え
て
く
だ
さ

い
。

し
か
る
基
準
は

　﹁
世
の
中
の
規
範
﹂
で
！

し
か
る
基
準
は

　﹁
世
の
中
の
規
範
﹂
で
！

難
し
い
？
し
か
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
方

お
う
と
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問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
道
路
班

ま

ひ

子
や
孫
に

　

　つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　道
が
あ
る

子
や
孫
に

　

　つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　道
が
あ
る

　
８
月
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

『
道
路
』
の
意
義
・
重
要
性
に
つ

い
て
考
え
る
《
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
》
で
す
。

　
こ
の
身
近
で
大
切
な
『
道
路
』

を
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

愛
護
会
活
動
概
要

愛
護
会
活
動
概
要

活 

動 

報 

告

活 

動 

報 

告

き
れ
い
に

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班

発
足
年

　
平
成
21
年
２
月

活
動
日

　
月
に
１
回
半
日
程
度

主
な
活
動
場
所

　
久
杉
公
園
・
清
水
公
園
な
ど

構
成
人
数

　
15
名

主
な
活
動
内
容

●
公
園
花
壇
の
整
備

●
樹
木
の
剪
定

●
遊
具
や
防
災
倉
庫
の
ペ
ン
キ

塗
り
直
し
　
　
　
　
　
な
ど

伸
び
た
枝
は
刈
り
込
む

　
生
垣
や
庭
木
の
枝
が
伸
び
て

道
路
に
は
み
出
て
い
る
と
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
が
隠
れ
て

し
ま
い
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
や
自
動
車
な

ど
の
通
行
に
も
支
障
を
来
し
ま

す
。

　
私
有
地
の
樹
木
は
定
期
的
に

刈
り
込
み
、
適
切
に
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
に
物
を
置
か
な
い

　
道
路
に
は
み
出
し
た
看
板
や

プ
ラ
ン
タ
ー
、
陳
列
商
品
な
ど

は
、
通
行
の
妨
げ
や
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
に
は
絶
対
に
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

車
の
乗
り
入
れ
（
段
差
解
消
）

ブ
ロ
ッ
ク
を
置
か
な
い

　
歩
行
者
・
自
転
車
・
バ
イ
ク

な
ど
の
転
倒
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
に
車

の
乗
り
入
れ
用
の
鉄
板
や
ブ
ロ

ッ
ク
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
段
差
を
解
消
し
た
い
場
合
は
、

都
市
整
備
課
へ
申
請
し
歩
道
や

縁
石
の
切
り
下
げ
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
通
り
が
か
る
皆
さ
ん
の
『
き

れ
い
な
公
園
に
な
っ
た
』『
子

ど
も
た
ち
が
多
く
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
』
と
い
う
言
葉
を
励
み

に
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
主
に
久
杉
公
園
内

の
花
壇
と
い
う
狭
い
範
囲
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

が
増
え
れ
ば
県
公
社
の
所
有
す

る
斜
面
な
ど
に
も
活
動
範
囲
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※

入
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都

市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

地域

公園
のの

ををき
れ
い
に

〜
百
合
が
丘
２
丁
目

　
　
　
　
　
公
園
愛
護
会
〜
連載
第2回
連載
第2回

ふ

れあい月

間

ふ

れあい月

間
道路道路

せ
ん
て
い



8広報にのみや 平成26年８月10日

採用試験の流れ
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
人
事
班

 

採
用
年
月
日

　
平
成
27
年
４
月
１
日

　
受
験
手
続

　「
二
宮
町
職
員
採
用
試
験
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
、

写
真
を
は
り
、「
官
製
は
が
き
」

を
添
え
て
受
験
者
本
人
が
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電

子
申
請
）
で
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

　※

受
験
案
内
は
、
総
務
課
窓

口
（
役
場
２
階
）
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　※
手
続
き
に
つ
い
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（「
二
宮
町
職
員

採
用
試
験
申
込
書
」
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

受
付
期
間

◆
持
参
◆

　
８
月
19
日
（
火
）

　
　
〜
８
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　※

土･

日
を
除
く

　
８
時
30
分
〜
12
時
、

　
　
　
13
時
〜
17
時
（
厳
守
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）◆

　
８
月
19
日
（
火
）
９
時

　
　
〜
８
月
25
日
（
月
）
17
時

『二宮を愛し、二宮に生きた画家　二見利節』
作品をふたみ記念館でご覧ください

二
宮
町
職
員
募
集

二
宮
町
職
員
募
集

試験区分 受験資格（次のすべてを満たすこと） 募集人員

若干名

1名

1名

一般事務

技術職
（建築・土木）

保育士

・昭和59年4月2日から平成9年4月1日までの間に生まれていること

・学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有すること、また

は平成27年3月に高等学校卒業見込みであること

・昭和59年4月2日から平成9年4月1日までの間に生まれていること

・学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有すること、また

は平成27年3月に高等学校卒業見込みであること

・建築または土木に関する専門課程を修めていること、または修め

る見込みであること

・昭和54年4月2日から平成7年4月1日までの間に生まれていること

・学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有すること

・保育士の資格を有し、保育士登録をしていること、または平成

27年3月までに資格取得見込みであること

二宮町職員採用試験

受験案内

採用試験の流れ
●第1次試験●
　集団面接
　　10月2日（木）、3日（金）
　　※日時や会場は受験票で指定します。
●第2次試験●
　教養試験・適性検査
　　10月19日（日）
　　※第1次試験の合格者に案内します。
●第3次試験●
　集団討論
　　※第2次試験の合格者に案内します。
●第4次試験●
　面接
　　※第3次試験の合格者に案内します。

平成26年度　自衛官募集平成26年度　自衛官募集
募集区分　航空学生、一般曹候補生、自衛官候補生
※受験資格、試験日、資料、願書の請求などは下記
までお問い合わせください。

〒254-0807　平塚市代官町9-26　Ｍ宮代会館２階
自衛隊神奈川地方協力本部平塚地域事務所（☎22－5547）

9 広報にのみや 平成26年８月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

大磯警察署だより

（平成26年7月1日現在)（平成26年7月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,841人 （－29）
　男 13,950人 （－26）
　女 14,891人 （－ 3）
世帯数 11,523世帯 （ 0）

町内犯罪発生件数

自転車盗

車上狙い

オートバイ盗

その他の刑法犯

　　合　　計

1

1

2

4

8件

種　別 6月

《振り込め詐欺撲滅対策実施中！》

＊＊＊防犯のポイント＊＊＊

　平成26年上半期に大磯警察署管内で発生した振り

込め詐欺の被害件数は7件、被害総額は5,360万円で

した。

　上半期だけで昨年の1年間の被害額を大きく上回っていま

す。『私は大丈夫』と思い込まず、振り込め詐欺の対策をしっ

かりとりましょう！

●息子を名乗る人からの電話で『同僚が行くから、金を渡して』

と言われたら要注意です！

●高額な現金を引き出す際は、金融機関が発行する『預金小切手』

を活用しましょう。

　ごみ置き場がカラス被害にあって困っ
ていませんか？対策としてカラスネット
を配布しています。必要な場合は、生活
環境課へご相談ください。

１人１日あたりのごみ排出量

ごみ処理状況（6月分）

平成26年6月分 平成25年6月分

全　　体

比　較

857ｇ

ごみ排出量
742,140㎏

ごみ処理費用
21,324,008円

１人１か月あたり
ごみ排出量
26㎏

ごみ処理費用
739円

847ｇ 10ｇ増

目標は卵1個（50g）

（平成24年度平均848ｇ）（平成24年度平均848ｇ）
１人１日8

05ｇ！
１人１日8

05ｇ！
目標：

減量成功「卵」数減量成功「卵」数

東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
　暫
定
利
用
に
つ
い
て

東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
　暫
定
利
用
に
つ
い
て

　
広
報
に
の
み
や
２
月
号
で
募
集

し
た
『
東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡

地
の
暫
定
的
な
土
地
利
用
』
に
つ

い
て
、
利
用
者
が
「
一
色
イ
ー
グ

ル
ス
（
少
年
野
球
チ
ー
ム
）」
に

決
定
し
ま
し
た
。
一
色
イ
ー
グ
ル

ス
で
は
、
現
在
整
備
に
協
力
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
東
京
大
学
二
宮
果
樹
園

跡
地
の
将
来
的
な
利
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

息子は
サギ?

!
息子は

サギ?
!見破れ!

!

　オレオ
レ電話で

お金を要
求する

減量失敗

　スマートフォンなどで無料アプリ『ｉ広報紙』
をダウンロードし、地域を『二宮町』に設定すると、
毎月広報紙が配信されます。ぜひご利用ください。

●いつでも広報紙を見ることができます。
●切り取ることができるので、保存したり
　ＳＮＳなどでシェアしたりできます。
●広報紙発行やイベント情報の通知機能が利用できます。
※広報紙に広告が数ページ表示されます。
※現時点では、iPhone・iPad に対応しています。
　（Android 端末は10月ごろより対応予定です。）
※利用やシステムについては、㈱ホープ（☎092-
　716-1404）にお問い合わせください。
※情報の受信などにかかる通信料は利用者負担とな
　ります。

大磯警察署（☎72－0110）

企画政策課広報統計班

配信がスタートしました
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大磯警察署だより

（平成26年7月1日現在)（平成26年7月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,841人 （－29）
　男 13,950人 （－26）
　女 14,891人 （－ 3）
世帯数 11,523世帯 （ 0）

町内犯罪発生件数

自転車盗

車上狙い

オートバイ盗

その他の刑法犯

　　合　　計

1

1

2

4

8件

種　別 6月

《振り込め詐欺撲滅対策実施中！》

＊＊＊防犯のポイント＊＊＊

　平成26年上半期に大磯警察署管内で発生した振り

込め詐欺の被害件数は7件、被害総額は5,360万円で

した。

　上半期だけで昨年の1年間の被害額を大きく上回っていま

す。『私は大丈夫』と思い込まず、振り込め詐欺の対策をしっ

かりとりましょう！

●息子を名乗る人からの電話で『同僚が行くから、金を渡して』

と言われたら要注意です！

●高額な現金を引き出す際は、金融機関が発行する『預金小切手』

を活用しましょう。

　ごみ置き場がカラス被害にあって困っ
ていませんか？対策としてカラスネット
を配布しています。必要な場合は、生活
環境課へご相談ください。

１人１日あたりのごみ排出量

ごみ処理状況（6月分）

平成26年6月分 平成25年6月分

全　　体

比　較

857ｇ

ごみ排出量
742,140㎏

ごみ処理費用
21,324,008円

１人１か月あたり
ごみ排出量
26㎏

ごみ処理費用
739円

847ｇ 10ｇ増

目標は卵1個（50g）

（平成24年度平均848ｇ）（平成24年度平均848ｇ）
１人１日8

05ｇ！
１人１日8

05ｇ！
目標：

減量成功「卵」数減量成功「卵」数
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京
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跡
地
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に
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大
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二
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地
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　暫
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用
に
つ
い
て

　
広
報
に
の
み
や
２
月
号
で
募
集

し
た
『
東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡

地
の
暫
定
的
な
土
地
利
用
』
に
つ

い
て
、
利
用
者
が
「
一
色
イ
ー
グ

ル
ス
（
少
年
野
球
チ
ー
ム
）」
に

決
定
し
ま
し
た
。
一
色
イ
ー
グ
ル

ス
で
は
、
現
在
整
備
に
協
力
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
東
京
大
学
二
宮
果
樹
園

跡
地
の
将
来
的
な
利
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

息子は
サギ?

!
息子は

サギ?
!見破れ!

!

　オレオ
レ電話で

お金を要
求する

減量失敗

　スマートフォンなどで無料アプリ『ｉ広報紙』
をダウンロードし、地域を『二宮町』に設定すると、
毎月広報紙が配信されます。ぜひご利用ください。

●いつでも広報紙を見ることができます。
●切り取ることができるので、保存したり
　ＳＮＳなどでシェアしたりできます。
●広報紙発行やイベント情報の通知機能が利用できます。
※広報紙に広告が数ページ表示されます。
※現時点では、iPhone・iPad に対応しています。
　（Android 端末は10月ごろより対応予定です。）
※利用やシステムについては、㈱ホープ（☎092-
　716-1404）にお問い合わせください。
※情報の受信などにかかる通信料は利用者負担とな
　ります。

大磯警察署（☎72－0110）

企画政策課広報統計班

配信がスタートしました
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ご意見などは、企画政策課広報統計班までお寄せください。
☎0463-71-3311（内線328）
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吾妻山公園《シバザクラ園》で吾妻山公園《シバザクラ園》で
ボランティアをしませんか？ボランティアをしませんか？

花だより花だより

　吾妻山山頂の 《早咲きのコスモス》 が見ごろを迎えています。
　昨年は、 《早咲きの菜の花》 に向けた土壌改良工事のため
コスモスをお休みしましたが、今年はきれいに咲いています。
　８月下旬まで楽しめますので、少し早い秋を感じに吾妻山
へお越しください。

　吾妻山山頂の 《早咲きのコスモス》 が見ごろを迎えています。
　昨年は、 《早咲きの菜の花》 に向けた土壌改良工事のため
コスモスをお休みしましたが、今年はきれいに咲いています。
　８月下旬まで楽しめますので、少し早い秋を感じに吾妻山
へお越しください。

　今年3月、小動物園跡地に35,800本のシバザクラを
植え、　《シバザクラ園》 が誕生しました。
　植えたシバザクラはまだ未成熟なため、今後の管
理が重要です。
　町では、この 《シバザクラ園》 を一緒に管理してい
ただくボランティアを募集します。

　きれいなシバザクラを咲かせ、吾妻山の
新名所を一緒につくっていきませんか？

　今年3月、小動物園跡地に35,800本のシバザクラを
植え、　《シバザクラ園》 が誕生しました。
　植えたシバザクラはまだ未成熟なため、今後の管
理が重要です。
　町では、この 《シバザクラ園》 を一緒に管理してい
ただくボランティアを募集します。

　きれいなシバザクラを咲かせ、吾妻山の
新名所を一緒につくっていきませんか？

都市整備課公園緑地班

都市整備課公園緑地班

吾妻山公園吾妻山公園

（平成24年8月9日撮影）

毎年5月上旬に見ごろを迎えます

富士山をモチーフに色分けしています

募集対象
活動場所
活動内容
活動日程

シバザクラを管理していただける方、団体
吾妻山公園小動物園跡地《シバザクラ園》
草取りなど
週 1 回 2 時間程度
必要事項（住所、氏名、年齢、連絡先）を記入し、
下記のいずれかの方法で申し込み
郵　送：〒259-0196（住所不要）   都市整備課あて
メール：toshi@town.ninomiya.kanagawa.jp
Ｆ Ａ Ｘ：0463-73-0134

・町で傷害保険に加入します。
・公園内への車の乗り入れはできません。
　※ボランティア活動時のみ送迎します。詳細
　　はお問い合わせください。

申　　込

そ の 他


